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研究成果の概要（和文）： 本研究では、戦間期におけるヨーロッパ諸国の国家意識、並びに「地域」形成を、国内政
治のみならず、国際政治の動向との関連で考察し、特に新興国家における国家形成と「地域統合」がナショナリズムを
背景にして、表裏一体となって進んでいる状況を明らかにした。同時に、当時の各国の思想、社会、政治状況はその国
単独で進展していたわけではなく、国際政治と連動し、相互に影響を受けていたことが判明し、研究対象地域の国家意
識並びに「地域」形成の進展の中に一定の類似点が見られることを指摘した。

研究成果の概要（英文）： This research examines national consciousness and “regional” formations in 
European countries during the Interwar Period in relation to national politics and international 
politics, and reveals that national formations and “regional integrations” in European countries, 
especially in new countries, proceeds together amidst the background of nationalism. At the same time, 
thought, society, political conditions in each country didn’t proceed in the country itself, but they 
were linked by international politics and affected each other. This research also points out certain 
similarities in the process of the formation of national consciousness and “regional” formations in 
European countries.

研究分野： 国際関係学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 戦間期におけるヨーロッパ、とりわけロシ
ア、東欧のナショナリズムに関しては、H. 
Kohn の一連の研究を初めとして、P.F.シュガ
ー、I.J.レデラー（1981）など枚挙に暇がな
い（今井淳子）。特に Kohn は東北欧諸国のナ
ショナリズムの歴史的展開をその発生時よ
り思想、社会、政治から比較の観点を持ちな
がら論じ、その後のナショナリズム論の興隆
の中で E.J. Hobsbawm（1992）、E. Gellner
（1987）などに影響を与え思想、文化面での
ナショナリズムの研究の草分け的存在とな
った。しかしながら、諸民族がモザイク状に
存在する戦間期の東欧諸国において、画一的
な国境の形成は新たに少数民族問題を生み
出し、新興国家においてイレデンティズムの
動きを形成した（R.Brubaker:1996）。すなわ
ちヨーロッパ国際政治秩序形成の視点から
俯瞰すると東欧における新たな国民国家形
成はそれに伴った係争課題の発生を余儀な
くされ、その結果、新興国家を新たに統合す
ることがヨーロッパの平和につながるとい
う論理（E.H.Carr; 1942）やバルカン連邦構
想のような連邦構想（菅原淳子）を生み出す
ことになったのである。こうした国家形成と
地域統合案の逆説的な関係については、古く
は Carr（1945）が国際関係論的な観点から
指摘し（1945）、また百瀬宏（1988）が小国
論の観点から議論しているが、国際政治史の
中に位置づけて諸国の国内政治・社会・文化
の変動とヨーロッパ国際政治の時代的な潮
流との関係で議論しているものは見られな
い。むろん、EU の統合に繋がるヨーロッパ統
合思想に関して、多くの研究が国際的に存在
し（A. Pagden; 2011）、特にヨーロッパ大陸
における汎ヨーロッパ主義並びにその運動
については資料集（W.D.Gruyter; 1984）も
出版され研究の蓄積がある。日本においては
遠藤乾編（2008）が従来顧みられなったヨー
ロッパ統合の負の部分まで踏み込んで、その
歴史を通時的に検討し、なかでも板橋拓己は
従来タブー視される傾向のあったドイツ・ナ
ショナリズムと中欧（ミッテル・ヨーロッパ）
構想の関係を研究している。しかしながら、
これらはドイツ政治思想史の文脈で捉えら
れ、当時の後進国であった東北欧諸国、ロシ
アをも含んだ視点は見受けられない。 
 戦間期における上述の問題については、研
究分担者の浜が亡命ロシア知識人のユーラ
シア構想を、石野はフィンランドのイレデン
ティズムを一次史料に基づく研究を行って
成果を挙げ、国際学会にもその成果を問うて
きた。バルカン、なかでもブルガリアの連邦
主義と「大ブルガリア主義」に関しては研究
分担者の菅原の実証研究の蓄積があり、さら
に山中は E.H.カーの思想と国際政治の関係
に関する実証研究をキール大学で行う中で、
ヨーロッパ大陸の地域統合と国家形成の関
係を構造的に見渡す視点の構築に努めた。研
究代表者の大島は、北欧を中心としたヨーロ

ッパの国際関係における地域協力の研究を
行い、国際政治における地域協力・地域統合
の意味を問うてきた（大島;2003）。研究分担
者の網谷龍介はドイツを基盤に比較政治研
究を行う過程で機能主義的統合論を戦間期
のドイツ語圏の政治思想をも含めて検討し
ている。研究メンバーは一連の研究会を通し
て、各人の研究に関する議論を深めていくこ
とによって、以下の三つの仮説を得た。①戦
間期におけるヨーロッパの新興国家におけ
る国家形成と連邦構想（地域統合）が表裏一
体となって進んでいること、②亡命者を含む
ヨーロッパ周辺国家のナショナリズムと連
邦構想が独自の社会、文化、政治的文脈にあ
りながら、当時のヨーロッパの国際政治状況
を反映した一定の相似的な方向性を抱いて
いること、③②の状況の解明にあたっては、
戦間期ヨーロッパの政治思想、社会、政治状
況を形成してきたその国際政治構造への把
握が不可欠であること、こうした問題を検討
する際に共同研究が不可欠であることが判
明し、本研究プロジェクトを立ち上げるに至
った。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、戦間期におけるヨーロッ
パ諸国の国家意識、並びに「地域」形成に関
して国内政治・社会状況とヨーロッパ国際政
治の動向との関連で考察し、1920～30 年代の
ヨーロッパにおける国家と地域の関係につ
いて検討することにあった。ヨーロッパの地
域統合というと現在のＥＵに代表されるヨ
ーロッパ主義に焦点をあてた研究が主流で
あるが、本研究では、当時、新興国家、後発
国家において存在した膨張主義的な構想（大
フィンランド主義、ユーラシア主義、「大ブ
ルガリア主義」、「大セルビア主義」、中欧構
想）に注目し、国家形成と拡大した地域構想
がこの時期においてなぜヨーロッパ諸国に
おける一つの潮流となったのかを内在的、外
在的要因から考察した。 
 なお本研究では、以下の３点に重点を置い
て研究を遂行することを目的とした。(1)戦
間期における各国の国民国家形成に対する
思想、社会的運動と「地域統合」案（連邦構
想）の比較研究による各国の特徴の抽出、
(2)(1）に関する各国相互の関係・影響、(3)
これらを下支えしたヨーロッパ国際政治状
況の政治、思想、社会面での構造的意味、の
3点である。 
 
３．研究の方法 
（１）全体レベル  
本研究は、複数の地域研究者による実証的

な歴史研究の総合プロジェクトとなるため
に、各研究者独自の研究の進展と、それらを
比較・総合するための研究会を開催した
（2012 年度に 3回、2013 年度に３回、2014
年度に 1回実施）。研究会では、各研究者が
これまで行ってきた研究成果やそれぞれ担



当する研究課題に関する先行研究や資料の
紹介を行った。また相互交流をはかるととも
に、研究全体の理論的枠組みの確認と共有化、
比較対照のために論点の確認を実施し、個々
の研究の有機的な連携をはかった。また研究
会に本研究プロジェクトの分担者、協力者以
外の地域専門家も招き、異なった視点からの
研究の発展に努めた。2014 年度 10 月には、
Dr. Oula Silvennoinen をフィンランドから
招聘し、科研研究会にて“On the Periphery 
of a Genocide: Finland and the Holocaust”
の発表を行ってもらい、さらにバルト＝スカ
ンディナヴィア研究会と共催で、“Lost 
Generation: Rise and Fall of Radical 
Nationalism in Interwar Finland”の講演
会を実施した。 
 以上の研究会を通じて、各研究者が念頭に
おいた点は以下の 2点であった。 
①各地域・国家における戦間期国際政治秩序
のもたらした影響および 1920 年代～30年代
にかけての変化 
②①との関わりでそれぞれの地域、国で特に
重要となる各アクター（政治家、思想家、運
動家）の政治・社会・文化面での活動の大枠
を把握し、それが国内、国際的に与えた影響 
 以上に記したような全体レベルでの研究
を実施し、その成果を研究者個々の研究に反
映させるようにした。  
 
（２）各研究者レベル 
 各研究者はそれぞれの調査地に赴き、資料
収集、関連研究者との研究交流を行った。海
外調査を行う際に、各研究対象地域の専門家
と面談し、研究の方向性についての確認を行
った。各研究者は既に各々の研究対象地域並
びに関係研究機関、研究者について熟知し、
交流を持っており、各々がそれぞれの地域へ
の資料収集と研究者との交流に努めた。具体
的には研究代表者の大島がノルウェー、研究
分担者の菅原がブルガリア、柴がセルビア、
浜がロシア、石野と研究協力者の出町がフィ
ンランド、山田がアイルランドでそれぞれ現
地調査を実施した。さらにそこで得た知見を、
上記に記したように定期的に開催した研究
会で報告、検討し、研究の有機的な連関を形
成した。各地域の比較を可能とし、それぞれ
の特色を明らかにするために、いくつかの問
題を設定し、そのモデル化に努めた。また学
会、研究会での報告を通して、研究の精度を
あげることに努めた。 
 
４．研究成果 
（１）学際的な研究成果 
 3 年間にわたる研究活動の結果、各研究者
の専門性を生かした学際性豊かな研究成果
を出すことができた。 
 全体レベルとしての研究成果として、学会
での共同発表が挙げられる。研究分担者の浜
と山中は日本国際政治学会 2012 年度研究大
会(2012 年 10 月 19 日 名古屋国際会議場)

分科会・トランスナショナルⅠのパネル「戦
間期の国際秩序抗争―トランスナショナリ
ズムのイメージとその相対化―」にて「戦間
期イギリスの国際関係研究におけるナショ
ナリズム論―チャタム・ハウス（王立国際問
題研究所）での議論を中心に―」（山中）、「『汎
イズム』の伝播と思想交流―戦間期ロシアと
『アジア』を中心に―」（浜）の研究報告を
行い、戦間期におけるナショナリズムについ
ての比較を行うことで、戦間期の国際秩序構
想が抱えていた課題を浮き彫りにした。 
 また、研究代表者の大島と研究分担者の石
野は日本国際政治学会 2014 年度研究大会
（2014 年 11 月 14 日 福岡国際会議場）分科
会・欧州国際政治史・欧州研究Ⅰのパネル「ヨ
ーロッパ大陸の外から見る地域、統合、ナシ
ョナリズム」にて「戦間期欧州国際秩序への
二つの志向性―ノルウェーの極地における
国際協調主義と領土拡張主義―」（大島）「カ
レリア学徒会の『大フィンランド』——戦間期
フィンランドにおける領土膨脹思想と運動
―」（石野）の研究報告を行い、同時代に発
生したノルウェー、フィンランド両国の領土
拡張思想の比較を行い、その相違点、並びに
戦間期国際政治の構造の一端を明らかにし
た。 
 また、個人レベルでの研究も確実に遂行さ
れ、学際性豊かな研究成果が発表された。以
下に各研究者の研究成果の概略を記す。 
 研究代表者の大島は、ノルウェーの調査を
通じて、戦間期ノルウェーで生じた極地にお
ける国際協調主義と領土拡張主義の相反す
る思想が国際関係の変動とどのように関係
していたのかを国際政治の視点から読み解
いた。研究分担者の網谷は、戦間期ヨーロッ
パの国際政治との関係を踏まえた西ドイツ
の戦後体制形成に関する研究成果を発表し
た。研究分担者の菅原は、30 年代のブルガリ
ア政治ならびにバルカン諸国との関係に関
する研究を遂行した。研究分担者の浜は、ユ
ーラシア主義と汎イズム論についての成果
を国際学会で発表した。研究分担者の石野は、
戦間期フィンランドにおける「大フィンラン
ド」実現を目的に掲げた学生団体の論理につ
いての分析を通して、戦間期国際秩序と国内
政治との関係を明らかにした。研究分担者の
山田は、アイルランドでの調査を通じて戦間
期アイルランドにおける中国・朝鮮・日本意
識についての研究成果を研究会、学会にて発
表を行った。研究協力者の百瀬は、戦間期の
国際関係の歴史的意義を問い直すために、
「小国」のリアリズム論についての研究成果
を発表した。研究協力者の出町は、フィンラ
ンドでの調査を通じて、世紀末から戦間期に
かけてのフィンランド人知識人の海外ネッ
トワークの形成について研究を行い、石野、
百瀬との協議を通じて戦間期の国際政治構
造下に置かれたフィンランドの状況に関す
る考察を行った。 
 研究分担者の山中は、戦間期イギリスで進



展した国際関係研究におけるナショナリズ
ム論についての研究成果を出したが、研究最
終年度9月に急逝した。研究代表者の大島は、
2015年2月に山中の研究を国際政治理論から
再考したシンポジウム「戦間期の秩序構想と
国際政治理論」（南山大学）での開催に協力
した。シンポジウムには研究メンバーが出席
し、山中が行ってきた戦間期の地域構想研究
が普遍的な国際政治理論研究に貢献するこ
とを再確認した。なお、本科研の研究成果を
含めた山中の遺稿集が近年刊行予定である。 
 
（３）アウトリーチ活動 
 研究成果を一般社会に還元するために、
2014 年 5月 23〜6 月 27 日に津田塾大学オー
プンスクールにてオムニバス講座「歴史に見
るヨーロッパの光と影―ヨーロッパ周辺国
における国家意識と地域形成―」（全 6回）
を開講し、盛況であった。 
 
 以上の研究成果から明らかなように、戦間
期におけるヨーロッパ諸国の国家意識、並び
に「地域」形成に関して国内政治・社会状況
とヨーロッパ国際政治の動向との関連で考
察し、1920～30 年代のヨーロッパにおける国
家と地域の関係について検討するという当
初の課題はほぼ達成したといえる。しかし、
いくつか積み残した課題もある。１点目は全
体での研究成果は出したものの、総括的な研
究成果を出すにはいたらなかったことであ
る。２点目は、各研究者レベルで遂行した研
究成果を研究メンバー全体で共有する機会
が少なかったことである。以上２点の課題は、
時間的制約が大きな原因であったので、今後、
各研究者が本研究課題で取り組んだ研究を
発展させると同時に、共同研究の機会を再び
設けることで国際関係研究に寄与すること
に尽力したい。 
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